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本報告は、アルゼンチン最後の軍事政権（1976－83）

の市民弾圧によって生み出された「失踪者（行方不明

者）」という存在は、親族にとってどのような現実な

のか、またその「失踪者」の「死」が確定されること

は、家族にどのような変化をもたらすのかといった問

いについて、失踪者家族会のメンバーへのインタビュ

ーなどを基に考察する。 

3 万人とも言われる「失踪者」の存在は、アルゼン

チン社会がいまも直面し続ける大きな問題のひとつ

である。軍が拉致・殺害の責任を認めず、目撃証言が

得られず遺体も発見されていない場合、生にも死にも

分類できない「失踪」の状態が続き、残された親族や

知人の対応・感情を困難なものにしてきた。この徹底

した不定という耐え難い状態に対し、軍事政権が崩壊

して 30 年以上が過ぎた現在、意図的に「死んだ」と

みなすことで解決を見出したり、不確定ながらゆるや

かに「諦め」にいたる人もいる。しかし多くの場合、

時間がたつにつれ限りなく生存の見込みは低下する

が決定打となる証拠がなく、親族にとって「死」を受

容する明確な契機はない。 

一方、民主化の直後に結成された「アルゼンチン法

人類学チーム」による一連の失踪者身元特定の取り組

み（旧秘密収容所の調査、集団（無名）墓地の掘り起

こし、遺骨検査、DNAおよび指紋データの照合検査等）

の結果、少しずつ「失踪者」のリストから「死亡者」

への書き換えも進んでいる。「失踪」の不確定性が「死」

の事実に転化して初めて、多くの親族は弔いを始める

ことになる。 

アルゼンチン出身の人類学者 Da Silva Catela

（2001）は、民主化後の数十年間における法制・政策

の変化や全国的な「人権団体」の運動、軍政に関する

言説の趨勢を背景に、親族の語りに沿って、「失踪者」

の親／きょうだい・配偶者／子、という 3世代に分け

てその経験・解釈の変遷をたどっている。ここでは沈

黙から語りへ、忘却から記憶への社会的な関心の流れ

とともに「失踪者」という新たな人間のカテゴリーが

社会に構築されていく過程、時間の経過とともに移り

変わる問題の変容の過程が明らかにされている。しか

し、告発のスローガンとして「失踪者」を叫び、情報

開示や謝罪、補償などを国家に要求し、忘却に抗する

ことを社会に呼びかける運動がある一方で、ナショナ

ルなレベルでの歴史的・政治的な流れとは別の次元で

人々はいかに親族の「失踪」に直面し、理解してきた

のかという別の問いもあり得る。そこで本報告では、 

死との差異、死に転化する可能性、そして実際に死亡の

事実が確認されるといった事実を考慮しながら、親族に

よる「失踪」という事態の解釈について考察する。 

先行研究では、「失踪」は「未完の死」（Da Silva Catela 
2001）、あるいは「同一性なき死」（Crenzel 2008）とも

表現されてきた。しかし親族のふるまいや語りを検討す

れば、「失踪」の意味や特殊性は、「死」の一類型として

よりも、むしろ「死」ではないものとしてより明確現れ

るように思われる。たとえば「失踪者」を「生きて返せ」

と訴える「五月広場の母たち」のなかには、死が確定し

ない「失踪」の特殊な性格を「不死」や「永続性」に置

き換え、忘却や免罪に抗する運動を維持する論理に転化

させることで、「失踪」させられた子だけでなくその母

である自らの生を意味づけるようなふるまいがみられ

る。また失踪者の家族はしばしば、失踪している間は「歴

史を閉じることができない」、という表現で自分たちの

苦難を語る。 
近年になって遺体の身元が特定され、葬儀やその後の

弔いを行なうことができた家族の語りからは、墓を掘り

起こすという本来は不道徳とされ忌避される行為が、遺

体の発見と死の確定のためには好ましいこととなり、ま

た身元が確定され、「死んだ」と確認することがその家

族に一種の平穏をもたらす、という転倒が読み取られ

る。 
こうした語りが示す「失踪」の特殊性について、社会

における再生産のサイクルに位置づけられる死の議論

（内堀 1997）などを参照しながら論じる。 
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